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(57)【要約】
【解決手段】　　内視鏡ハンドル(1)と、内視鏡シース
チューブ(2)と、内視鏡シースチューブ(2)の内側に設け
られた内視鏡カニューレ(3)とを含むモジュール式内視
鏡構造。第１継手スリーブ(4)は、内視鏡シースチュー
ブ(2)の後端に固定連結される。第１継手スリーブ(4)は
、内部に第１連結ピン(13)を含む。第１継手スリーブ(4
)に連結される第２継手スリーブ(5)は、内視鏡ハンドル
(1)の前端に固定連結される。第２継手スリーブ(5)は、
第１連結ピン(13)に連結される第２連結ピン(14)を内部
に含む。内視鏡は前部モジュールと後部モジュールに分
かれており、前部モジュールと後部モジュールは取り外
し可能である。前部モジュールは使い捨てである。後部
内視鏡ハンドルは、複数回使用できる操作部分である。
それらの間の連結機構は、回転または水平方向の連結フ
ックの挿入を使用して、前部モジュールと後部モジュー
ルを連結する。ワイヤライン(8)を使用して、内視鏡カ
ニューレ(3)の曲げ角度を制御する。
【効果】　内視鏡はシンプルな構造で使いやすい。前部
シースのみが使い捨てであり、内視鏡の消耗部品コスト
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡ハンドル(1)と、内視鏡シースチューブ(2)と、内視鏡カニューレ(3)とを含むモ
ジュール式内視鏡であって、前記内視鏡シースチューブ(2)の後端には軸方向ガイド孔が
設けられ、前記軸方向ガイド孔内には該軸方向ガイド孔内で軸方向に移動可能な第１連結
ピン(13)が設けられ、前記軸方向ガイド孔と第１連結ピン(13)の間には減衰力が付与され
、前記内視鏡ハンドル(1)の前端には軸方向ガイド孔が設けられ、前記軸方向ガイド孔内
には該軸方向ガイド孔内で軸方向に移動可能な第２連結ピン(14)が設けられ、前記軸方向
ガイド孔と第２連結ピン(14)の間には減衰力が付与され、前記内視鏡シースチューブ(2)
後端の軸方向ガイド孔と第１連結ピン(13)の間の減衰力、および前記内視鏡ハンドル(1)
と第２連結ピンの間の減衰力はいずれも、前記第１連結ピン(13)と前記第２連結ピン(14)
の間のクランプ力よりも大きく、前記第１連結ピン(13）の後端と前記第２連結ピン(14)
の前端は直接連結され、前記内視鏡シースチューブ(2)の後端と前記内視鏡ハンドル(1)の
前端は直接連結され、前記内視鏡ハンドル(1)は空洞を備え、張力機構が前記空洞に配置
されて、前記第２連結ピン(14)に軸方向への張力をかけ、前記内視鏡カニューレ(3)は、
前記内視鏡シースチューブ(2)から延出する可撓性管と、前記内視鏡シースチューブ(2）
に固定された剛性管を備え、前記第１連結ピン(13)はワイヤライン(8)を介して前記可撓
性管の操作ワイヤに連結され、前記張力機構が前記第２連結ピン(14)に連結されることを
特徴とする、モジュール式内視鏡。
【請求項２】
　前記内視鏡シースチューブ(2)は、軸方向孔を有する中空円錐形状スリーブ、円筒形状
移行部(9)、および第１継手スリーブ(4)を含み、前記内視鏡カニューレ(3)は、前記中空
円錐形状スリーブの軸方向孔に固定され、前記内視鏡シースチューブ(2)の後端面は中空
の前記円筒形状移行部(9)に固定され、前記移行部(9)の後端面は前記第１継手スリーブ(4
)に連結され、前記第１継手スリーブ(4)は軸方向ガイド孔を備え、前記第１連結ピン(13)
は該軸方向ガイド孔に配置され、
　前記内視鏡ハンドル(1)は中空構造であり、前記内視鏡ハンドル(1)の前端面には第２継
手スリーブ(5)が連結され、前記第２継手スリーブ(5)は軸方向ガイド孔を備え、前記第２
連結ピン(14)は該軸方向ガイド孔に配置される、
請求項１に記載のモジュール式内視鏡。
【請求項３】
　前記内視鏡カニューレ(3)は、前記内視鏡シースチューブ(2)の軸方向孔内に固定された
後部の剛性管と、内視鏡シースチューブ(2)から外側に延出する可撓性管含み、前記内視
鏡カニューレ(3)は、光源チャネル、器具チャネル、および注水チャネルを含む３チャネ
ル管であり、前記移行部(9)は、前記内視鏡カニューレ(3)の前記光源チャネルと連通する
第１三方向管(10)と、前記内視鏡カニューレ(3)の前記器具チャネルと連通する第２三方
向管(11)とを含む管壁を備え、前記内視鏡シースチューブ(2)は、前記注水チャネルと連
通する注水孔(12)を有する管壁を備える、請求項２に記載のモジュール式内視鏡。
【請求項４】
　前記第２連結ピン(14)はシャフトレバー(14.1)を含み、前記シャフトレバー(14.1)の前
端には半径方向に対称に配置された２個の固定ピン(14.2)を含み、前記第１連結ピン(13)
はスリーブ管(13.1)を含み、前記第２連結ピン(14)のシャフトレバー(14.1)の前端は前記
スリーブ管(13.1)内に配置され、前記スリーブ管(13.1)は、前記２個の固定ピン(14.2)を
受け入れる２個のピン位置決め溝(15）を含む管壁を備え、前記２個のピン位置決め溝（1
5)はＬ字形状である、請求項２に記載のモジュール式内視鏡。
【請求項５】
　前記第２継手スリーブ(5)は、対称に配置された２個のスリーブ位置決め突起(17)を有
する内壁を備えた円筒形であり、前記第１継手スリーブ(4)は、前記第１継手スリーブ(4)
と前記第２継手スリーブ(5)を軸方向に固定する２個の対称に配置されたスリーブ位置決
め突起(17)を受け入れる２個のスリーブ位置決め溝(18)を含む円筒形であり、前記２個の
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スリーブ位置決め溝(18)はＬ字形状である、請求項４に記載のモジュール式内視鏡。
【請求項６】
　前記第１連結ピン(13）の後端外表面に第１半径方向溝(19)を含み、前記第２連結ピン(
14)の前端外表面に第２半径方向溝（20）を含み、前記第１半径方向溝(19)の外壁は前記
第２半径方向溝（20）に嵌め込まれ、前記第２半径方向溝（20）の外壁は前記第１半径方
向溝(19)に嵌め込まれ、前記第１連結ピン(13)の直径は前記第２連結ピン(14)の直径と同
じであり、前記第１連結ピン(13)の外面は前記第２連結ピン(14)の外面と同一平面にある
、請求項２に記載のモジュール式内視鏡。
【請求項７】
　前記第１継手スリーブ(4)の後端部は段構造であり、前記第２継手スリーブ(5)の前端部
は、前記第１継手スリーブ(4)の段構造に対応する段構造を備え、前記第１継手スリーブ(
4)の後端面の外側段面または内側段面は、互いに逆向きのＬ字型の位置決め突起(21)を含
み、前記位置決め突起(21)の長さ方向は、前記第１継手スリーブ(4)の軸方向と垂直であ
り、前記第２継手スリーブ(5)の前端面には、前記位置決め突起(21)と対応して外側段面
または内側段面の表面の前記Ｌ字型位置決め突起(21)と組み合わされる突起位置決め溝(1
6)を含み、前記第１継手スリーブ(4)の外表面と前記第２継手スリーブ(5)の外表面は同一
平面にある、請求項６に記載のモジュール式内視鏡。
【請求項８】
　前記張力機構は、前記ワイヤライン(8)を介して前記第２連結ピン(14)に固定連結され
る駆動レバー(7)を含み、前記内視鏡ハンドル(1)は、前記駆動レバー(7)に連結されるサ
ムホイール(6)を含む、請求項１に記載のモジュール式内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の技術分野に関し、特に、モジュール式内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、従来の光学、人間工学、精密機械、最新の電子機器、数学、およびソフトウ
ェアを統合した検査機器である。医療用途で広く使用されている。口腔から胃に入るか、
他の自然な経路から体内に入ることが可能である。Ｘ線では見えない病変を確認するため
に、小さな切開から体内に侵入することができ、また、手術器具を用いて体内を視覚的に
手術することができる。臨床生体検査と視覚化された外科的処置には、医師が診断の精度
を向上させるのを支援する明確な内視鏡が必要である。従来の内視鏡は、イメージセンサ
、光学レンズ、光源、治療機器、内視鏡シースチューブを含む統合的な構造である。臨床
的観察と病変部位の治療を容易にするために、内視鏡シースチューブには曲げ機構、伸縮
機構、および回転機構が備えられる。これにより、内視鏡が大型化し、且つ高価になる。
臨床治療の過程において、交差感染を回避するために、内視鏡は使い捨ての消耗品であり
、特に外科治療の過程で治療費が高く、手術の費用が高額になり、患者の経済的負担が大
幅に増大する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、上記の従来技術の課題を解消し、使い捨て構造がより少なく、治療の
コストが低く、且つ低コストのモジュール式内視鏡構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するために、本発明は、モジュール式内視鏡を提供する。モジュール式
内視鏡は、内視鏡ハンドルと、内視鏡シースチューブと、内視鏡カニューレを含む。内視
鏡シースチューブの後端には軸方向ガイド孔が設けられ、軸方向ガイド孔内には軸方向ガ
イド孔内で軸方向に移動可能な第１連結ピンが設けられる。軸方向ガイド孔と第１連結ピ
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ンの間に減衰力が付与される。内視鏡ハンドルの前端には軸方向ガイド孔が設けられ、軸
方向ガイド孔内には軸方向ガイド孔内で軸方向に移動可能な第２連結ピンが設けられる。
軸方向ガイド孔と第２連結ピンの間に減衰力が付与される。内視鏡シースチューブ後端の
軸方向ガイド孔と第１連結ピンの間の減衰力、および内視鏡ハンドルと第２連結ピンの間
の減衰力はいずれも、第１連結ピンと第２連結ピンの間のクランプ力よりも大きい。第１
連結ピンの後端と第２連結ピンの前端は直接連結される。内視鏡シースチューブの後端と
内視鏡ハンドルの前端は直接連結される。内視鏡ハンドルは空洞を備え、張力機構が空洞
に配置されて、第２連結ピンに軸方向への張力をかける。内視鏡カニューレは、内視鏡シ
ースチューブから延出する可撓性管と、内視鏡シースチューブに固定される剛性管を備え
る。第１連結ピンはワイヤラインを介して可撓性管の操作ワイヤに連結され、張力機構が
第２連結ピンに連結される。
【０００５】
　詳細には、張力機構は、ワイヤラインを介して第２連結ピンに固定連結される駆動レバ
ーを含み、内視鏡ハンドルは、駆動レバーに連結されるサムホイールを含む。
【０００６】
　本発明は、以下の２種類の連結ピン形式およびスリーブ配置形式を有する。
【０００７】
　第１形態は、次の通りである。内視鏡シースチューブは、軸方向孔を有する中空円錐形
状スリーブ、円筒形状移行部、および第１継手スリーブを含む。内視鏡カニューレは、中
空円錐形状スリーブの軸方向孔に固定される。内視鏡シースチューブの後端面は中空の円
筒形状移行部に固定される。移行部の後端面は第１継手スリーブに連結される。第１継手
スリーブは軸方向ガイド孔を備え、第１連結ピンは軸方向ガイド孔に配置される。
【０００８】
　内視鏡ハンドルは中空構造であり、内視鏡ハンドルの前端面には第２継手スリーブが連
結される。第２継手スリーブは軸方向ガイド孔を備え、第２連結ピンは軸方向ガイド孔に
配置される。
【０００９】
　詳細には、内視鏡カニューレは、内視鏡シースチューブの軸方向孔内に固定された後部
の剛性管と、内視鏡シースチューブから外側に延出する可撓性管含み、内視鏡カニューレ
は、光源チャネル、器具チャネル、および注水チャネルを含む３チャネル管であり、移行
部は、内視鏡カニューレの光源チャネルと連通する第１三方向管と、内視鏡カニューレの
器具チャネルと連通する第２三方向管とを含む管壁を備え、内視鏡シースチューブは、注
水チャネルと連通する注水孔を有する管壁を備える。
【００１０】
　詳細には、第２連結ピンはシャフトレバーを含む。シャフトレバーの前端には半径方向
に対称に配置された２個の固定ピンを含む。第１連結ピンはスリーブ管を含む。第２連結
ピンのシャフトレバーの前端はスリーブ管内に配置され、スリーブ管は、２個の固定ピン
を受け入れる２個のピン位置決め溝を含む管壁を備える。２個のピン位置決め溝はＬ字形
状である。
【００１１】
　より詳細には、第２継手スリーブは、対称に配置された２個のスリーブ位置決め突起を
有する内壁を備えた円筒形である。第１継手スリーブは、第１継手スリーブと第２継手ス
リーブを軸方向に固定する２個の対称に配置されたスリーブ位置決め突起を受け入れる２
個のスリーブ位置決め溝を含む円筒形である。２個のスリーブ位置決め溝はＬ字形状であ
る。
【００１２】
　第２形態は、次の通りである。第１連結ピンの後端外表面に第１半径方向溝を含み、第
２連結ピンの前端外表面に第２半径方向溝を含む。第１半径方向溝の外壁が第２半径方向
溝に嵌め込まれ、第２半径方向溝の外壁が第１半径方向溝に嵌め込まれる。第１連結ピン
の直径は、第２連結ピンの直径と同じであり、第１連結ピンの外面は、第２連結ピンの外
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面と同一平面にある。
【００１３】
　第１継手スリーブの後端部は段構造であり、第２継手スリーブの前端部は、第１継手ス
リーブの段構造に対応する段構造を備える。第１継手スリーブの後端面の外側段面または
内側段面は、互いに逆向きのＬ字型の位置決め突起を含み、位置決め突起の長さ方向は、
第１継手スリーブの軸方向と垂直であり、第２継手スリーブの前端面には、位置決め突起
と対応して外側段面または内側段面のＬ字型位置決め突起と組み合わされる突起位置決め
溝を含み、第１継手スリーブの外表面と第２継手スリーブの外表面は同一平面にある。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の有益な効果は以下の通りである。内視鏡は２つの部分に分かれる。前部と後部
は取り外し可能である。前部モジュールは使い捨て部品であり、後部内視鏡ハンドルは複
数回使用可能な操作部品である。中間の連結機構は、連結フックの回転または横方向の挿
入によって前部および後部モジュールを連結し、内視鏡管の曲げ角度はワイヤロープによ
って制御できる。内視鏡は構造がシンプルで使い易い。前部の内視鏡シースチューブ部分
のみが消耗品であるため、内視鏡のコストは効果的に削減され、実用性と市場への応用価
値が高く、同時に、医原性の交差感染が効果的に回避される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１連結ピンおよび第２連結ピンが連結され、第１継手スリーブが第２継手スリ
ーブから分離されている状態を示す、本発明の一実施形態にかかるモジュール式内視鏡の
概略図。
【図２】図１のＡ―Ａ線から見た断面図。
【図３】内視鏡ハンドルが内視鏡シースチューブに連結されている状態を示す、本発明の
一実施形態にかかるモジュール式内視鏡の概略図。
【図４】図３のＢ―Ｂ線から見た断面図。
【図５】本発明の一実施形態にかかるモジュール式内視鏡の連結を示す立体図である。
【図６】本発明の一実施形態にかかるモジュール式内視鏡の継手スリーブの連結を示す立
体図。
【図７】内視鏡シースチューブおよび内視鏡ハンドルが完全に連結された状態を示す、本
発明の第２実施形態にかかるモジュール式内視鏡の概略図。
【図８】図７のＣ―Ｃ線から見た断面図。
【図９】発明の第２実施形態にかかるモジュール式内視鏡の連結部分を示す分解図。
【図１０】本発明の第２実施形態にかかる第１連結ピンおよび第２連結ピンの連結を示す
平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下の実施形態と図面を参照して、本発明を更に詳細に説明する。
【００１７】
　図１から図６に示すように、モジュール式内視鏡は、内視鏡ハンドル１、内視鏡シース
チューブ２、および内視鏡カニューレ３を有する。内視鏡カニューレ３は、内視鏡シース
チューブ２内に配置される。内視鏡シースチューブ２の後端は、円筒形状移行部９に固定
連結される。円筒形状移行部９の後端は、第１継手スリーブ４に固定連結される。円筒形
状移行部９は、光源チャネルと連通する第１三方向向管１０と、器具チャネルと連通する
第２三方向管１１とを有する。また、内視鏡シースチューブ２の中空円錐形状スリーブは
、注水チャネルに連結された注水孔１２を有する。内視鏡ハンドル１は、駆動レバー７を
含む。駆動レバー７は、サムホイール６に連結される。駆動レバー７は、ワイヤライン８
を介して、第２連結ピン１４に連結される。内視鏡カニューレ３は、光源チャネル、器具
チャネル、および注水チャネルを含む３チャネル管であり、３チャネル管の前端は軟質管
である。また、第１連結ピン１３は、ワイヤライン８を介してステアリングワイヤに連結
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される。
【００１８】
　第１連結ピン１３は、第１継手スリーブ４に配置されている。内視鏡ハンドル１の前端
は第１継手スリーブ４に固定される第２継手スリーブ５を含む。第２継手スリーブ５は、
第１連結ピン１３に連結される第２連結ピン１４を含む。
【実施例１】
【００１９】
　図５および図６に示すように、第２連結ピン１４は、第２継手スリーブ５内に配置され
るシャフトレバー１４．１を含む。シャフトレバー１４．１の前端の両側には、シャフト
レバー１４．１の軸に垂直な位置決め固定ピン１４．２が対称的に設けられる。第１連結
ピン１３は、第１継手スリーブ４に配置された中空のスリーブ管１３．１を備え、シャフ
トレバー１４．１の前端は、スリーブ管１３．１に配置される。スリーブ管１３．１の後
端には、位置決め固定ピン１４．２と一致するピン位置決め溝１５が形成される。ピン位
置決め溝は、スリーブ管１３．１の軸方向に形成されるピン軸方向位置決め溝１５．１と
、ピン軸方向位置決め溝１５．１に連結され、スリーブ管１３．１の半径方向に沿って配
置されているピン半径方向位置決め溝１５．２を含む。スリーブ位置決め突起１７は、第
２継手スリーブ５の前端内壁の両側に対称的に配置され、スリーブ位置決め突起１７と一
致するスリーブ位置決め溝１８は、第１継手スリーブ４の後端に形成される。スリーブ位
置決め溝は、第１継手スリーブ４の軸方向に形成された突起軸方向位置決め溝１８．１と
、凸状の軸方向位置決め溝１８．１に連結されて第１継手スリーブ４の半径方向に形成さ
れた突起半径方向位置決め溝１８．２を備える。
【実施例２】
【００２０】
　図７～図１０に示すように、第１連結ピン１３の後端外面には第１半径方向溝１９が設
けられ、第２連結ピン１４の前端外面には第２半径方向溝２０が設けられる。第１半径方
向溝１９の外壁は第２半径方向溝２０に埋め込まれ、第２半径方向溝２０の外壁は第１半
径方向溝１９に埋め込まれ、第１連結ピン１３の直径と第２連結ピン１４の直径は同じで
ある。第１連結ピン１３の外面は第２連結ピン１４の外面と同一平面上にある。第１継手
スリーブ４の後端部は段構造であり、第１継手スリーブ４の後端面には、互いに逆向きの
Ｌ字型の位置決め突起２１を含む。位置決め突起２１は、第１継手スリーブ４の後端面に
垂直な第１連結部２１．１と、第１連結部２１．１に垂直であり、第１継手スリーブ４か
ら外側へ延びる第２連結部２１．２とを含む。第２継手スリーブ５の前端部は、段構造に
適合する凸部を備え、第２継手スリーブ５の前端は、第２連結部２１．２に嵌合する突起
位置決め溝１６を配置する。
【００２１】
　本発明では、内視鏡ハンドル１と使い捨ての内視鏡シースチューブ２とから構成される
。ハンドルは、相互に組み合わされた取り外し可能なハンドル上盖とハンドル下盖から構
成され、ハンドル１には駆動レバー７が設けられ、駆動レバー７の端がサムホイール６に
連結され、駆動レバーはワイヤライン８に連結され、ワイヤライン８は第２連結ピン１４
に連結され、第２連結ピン１４は第１連結ピン１３と組み合わされ、第１連結ピン１３内
でカニューレ３の可撓性管は湾曲して連結し、作動時には、駆動レバー７は、ワイヤライ
ン８に接続された第２連結ピン１４を駆動する。第２連結ピン１４は、第１連結ピン１３
を作動させて、内視鏡カニューレ３の先端のシースを曲げる。内視鏡シースチューブ２の
移行部９には、外側シース開口部、給水通路、器具孔の３つのチャネルが設けられている
。内視鏡ハンドル１が内視鏡シースチューブ２に連結された後、移行部９の側面の三方向
管は、ホスト上の電力インターフェースに連結される。光源は、光ファイバを介して電源
インターフェースから供給される。光ファイバは、光源からの光を、内視鏡シースチュー
ブ２の前端のマイクロＣＭＯＳカメラに転送する。マイクロＣＭＯＳカメラには特定の照
明条件が与えられる。カメラで撮影された画像は、カメラケーブルを介して、カメライン
ターフェイスからホストに転送される。転送された画像は、画像伝送ラインを介して画面
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【００２２】
　上記の説明は、本発明の好ましい実施形態に過ぎず、いかなる形態も本発明の構造を限
定するものではない。本発明の技術的本質に従って上記の実施形態に対して行われた任意
の単純な修正、同等の変更、および修正は、依然として本発明の技術的解決策の範囲内に
ある。
【符号の説明】
【００２３】
１　　内視鏡ハンドル
２　　内視鏡シースチューブ
３　　内視鏡カニューレ
４　　第１継手スリーブ
５　　第２継手スリーブ
６　　サムホイール
７　　駆動レバー
８　　ワイヤライン
９　　移行部
１０　第１三方向管
１１　第２三方向管
１２　注水孔
１３　第１連結ピン（１３．１　スリーブ管）
１４　第２連結ピン（１４．１　シャフトレバー，１４．２　固定ピン）
１５．１　ピン軸方向位置決め溝
１５．２　ピン半径方向位置決め溝
１６　突起位置決め溝
１７　スリーブ位置決め突起
１８．１　突起軸方向位置決め溝
１８．２　突起半径方向位置決め溝
１９　第１半径方向溝
２０　第２半径方向溝
２１　位置決め突起　（２１．１　第１連結部，２１．２第２連結部）
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一种模块化内部,包括内窥镜手柄(1),内窥镜鞘管(2)和设置在内窥镜鞘管
(2)内部的内窥镜套管(3)。 内窥镜结构。 第一接头套筒(4)固定地连接到
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的互锁机构利用旋转或水平互锁钩的插入来互锁前后模块。 钢丝(8)用于
控制内窥镜套管(3)的弯曲角度。 [效果]内窥镜具有简单的结构并且易于
使用。 只有前护套是一次性的,有效地降低了内窥镜易损件的成本并减少
了医院内的交叉感染。 [选型图]图1
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